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いよいよ明日、みんなが楽しみにしている「運動会」です。予報では天候の心配はないと思い

ます。 

運動会の中で、練習した成果を子どもたちが出せることと信じています。練習の様子は、いま

までホームページで紹介してきましたが、明日は、子どもたちの姿を保護者の方に観ていただく

ことができるのでうれしいです。 

ぜひ、目に焼き付けていただき、家でも話題に出してほめてください。その際に、 

本園の４つのおやくそく 「あかるくげんきに！」 「おともだちにやさしく！」 

「さいごまでがんばる！」 「すすんでおてつだい！」 

にあてはまる姿を、価値づけて（関連付けてほめて）くださるとありがたいです。 

よろしくお願いいたします。 

たんぽぽ組とつぼみ組さんは、１８日（金）に、自由参観日として遊戯室で運動会があります。

詳しくはクラスだよりをご覧ください。こちらも、とっても楽しそうですね。私も楽しみです！ 

 

◆トイレスリッパそろえてくれていますよ！ 

 トイレのスリッパをそろえてくれる姿をよく目にします。「ありがと

う！」と必ず声をかけていますし、担任も目にしたらほめてくれています。

４つのおやくそくが達成できている姿の一つですね。 

子どもをほめるときや子どもを叱るとき、どちらかといえば「叱ること」

は自然と目に入ってしまいます。しかし「ほめること」は意識していない

と気付かないことが多いです。「ほめよう！」「ほめることないかなぁ～」

と思っていないと見つかりません。ぜひとも、前号で紹介した 「２５パー

セントルール」を実践してみてください。私たちも努力しています。 

 

◆「豊かな感性と表現」 

 私たちが子どもを育てるときの目当てとしている「１０の姿」の一つに

「豊かな感性と表現」というものがあります。前号で書いたことです。私

たち教職員も忘れないようにしたいと思います。 

 右の上の写真をご覧ください、ホームページで紹介した「ラキュー」で

作った作品です。これはもちろん手本をもとに作っていますが、繰り返す

うちに自分で工夫し始めます。下の写真は、画用紙に色塗りをしていると

ころです。この色の使い方や塗り方にも、その子の感性が表れると思いま

す。 

 どれが「良い」とか「悪い」とかいう話ではなく、自分の思いを表現す

ることが大切だと考えます。生まれながらに持っている感性や表現力もあ

ると思いますが、育てること磨くことができるものもあります。 
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園長だより 

明日は 「運動会」 


